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濟
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萬
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萬
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狀
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狀
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狀
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鐵
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篇
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萁
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褙
が
存
在
し
た0
看
取
の
：大
町
人
に
お
け
る
富
の
*
-積
に
對
し
て
は
、
こ
れ
を
有
利 

把
活
用
す
，ベ
き
最
も
重
耍
な
部
門
が
鎖
さ
れ
て
ゐ
る

o
.海
外
賢
暴
&
制
敗
が
だ
5

^

0こ
れ
が
た
め̂

齋̂
か
.行
ぼ
3;
:
'̂
'

*
:
至
今
だ
ボ 

こ
れ
は
遊
資
，の
全̂
を
漸
化
す
f

め
で
.は
な
い
力.

か』

投
贫
部
門
の
狹
小
化
は、' 故

難

1
消
#{
部
：両
の
繁
紫
を 

へ：̂

の
*

_ぢ
作
0'
:
:
た<>
?

_

^

^

_故
^ :
赃
_
吩
,

生
霧
ゆ
火0
;て
^

延
べ
..る
も
の
セ
あ
るo 

. 

ユ
リ
：へ
ぃ
‘
 

:

■

,
 

: 

, 

V

^

大
部
分
は&

と
'な
つ
.た

も

の

：
が

參

.
ぃ

デ

が

^

る
稀
類_
定

額

賃

銀

か

靠

者

.に
乾
つ
て 

れ
ば
#

6>
;

办
5

而
じ
て
”

當
睁
6

妯
ぎ
突
腺
發« '

の

紙

廳

お

轳

つ

先

1>
'
^

乏
'
£教

し̂

' #

地

方

の

佻

給

菠

も

つ

て

；
、
：

」

.纂

の

序
 

物

價

職«■
が

爵

策

比
 

1

抝

施

設

す

る
£
'̂
;

ば

困

嫩

，
で
：
あ

づ

て

.
;\

で
» -

思
.％

困

氣

ぽ
>

% :

ゆ

た

め

ヒ

激
§

令
ら
る〔

、
狀
態
ぬ
あ.る
0
:

^

に
都
市
下
層
民
に 

ょ
る
：

「

打
毀
し」

運
動
が
展
開
す
る。
.享

保

十

八

，
年

正

月

の

そ

れ

.の

如

き

を

始

め

，
と

し

て
、
延
享
の
打
毀
が.あ
り
、
天
明
三
年
に
も
行 

は
-f
i
x、
夫
明
八
年
の
打
毀
し
、
.天
保
八
苹
の
大
鹽
平
八
郞
の
：亂
ヾ

•
慶
應
の.打
毀
し
が
行
は
れ
た
。
こ
の
打
毀
し
は
、

.
百
姓
，

r

揆
に
比
し 

;
で
;*

そ
れ
數̂

少
な
ぐ
?*

行
動
も
數
日
を
出
て
な
ぃ
も
の
で
ぁ
る
の
は
、
都
市
の
：

_

乏
が
，
農
村
の
そ
れ
に
比
し
て
は
、
破
局
的
な
ら

.
^
vま

た

馨
«>
•
•騷
動
で
耖
る
た
め'.
'
-
-

■乙
れ
ぬ
對
す
る
對
繁‘
比
較
的
迅
速
に
な
し
得
霞
ょ
み
で
あ
ら
ぅ
マ
し
か

^
-̂

こ
^

ぞ
れ
^
職
は
ポ
突
發
同
齔
も
妒
む
ル
被
费
レ
漱
穀
商
象
當
豪
等
啟
も

^
に
^
を
れ
ヤ
な
み
の
梵
あ
る
が
巧
か
ゃ
る
事

^
の
發
生
は
旣̂ 

有
機
^

成̂

で

^

る

封

建

的

酣

會

體

制

に

私

け

纷

都

市

於

 

>
.
.
.

ぞ
の
_

_性
|:
-
.罾
夂
し
、_貧

富

、
の
：
判

然

た

：
る
：

|
|つ
办»
に

分

離

し

、
.
.
そ

の 

..坐
箝
に
.が
:̂
.て
、
ま
た
そ
の
搞
情
ぬ
私
い
て
隔
絕
し
た
栉
在
た
る
こ
と
を
示
す
匕
充
分
な

^
靜
が
鈥
を̂

ご

レ

^

^

初

期

封

瘛

时

社
 

蓄

M

.見
灰
が
伽
ぎ.、
：
盡

虫

義

的

有

機

瞅

_

_舭
,
が
崩
#
じ
や
妒
妒
こ
故
招

い
て
•は
、
.商
業
に
お
い
て
も
、
^
業
^

で
*
^
^
#
^
み
€:
^

#

職̂
人
齡
4
關
係
ぼ
：#
機
的
で
あ
抝\
雒

弟

•
^
^
•
職

火

ば

遂 

に
也
粱
容
た
石
の
地
位
に
到
り
得
た
の
で
あ
る
が
：、

'都
市
經
濟
の
發
達
は
、
商
業
を
大
規
模
た
ら
し
め
、

H

業

も

手

工

：
業

か

ら

.

1

部

分
 

ば

手H
H

場

制(

マ
ヌ
へ
ア
ク
ト
ゥ
ル

〕

>に
發
展
し
て
ゐ
る
の.で
、.加
>

場̂

合

に

、
，
徒

弟

•
#頭
•職

人s

;̂
部
へ

C.

は

？

終

®

被

雇

傭 

奔
た
る
の
地
位
に
甘
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
中
小
の
手
工
業
者
自
體

t
火
經
營
の
商
人
に
從
屬
す
る
前
貸
制
度
に
：あ
在
生
産
^
行
ふ
場 

會
が
多
く
な
つ
で
來
た
？

 

• • 

• 

■ 

■.

,

. 

ク
が
作
F
'v
s

的̂
社
會
觀
制
：に
が
細.記
_
本
關
係
た'る
農
村
が
陂
局
狱
態
で
あ
れ
3
都
市
把
^̂

あ
り
' 
加
之
支
酣
胬
た
る
諸
侯
武
士
は
そ

d

 

に
ょ
つ
-c
,、

そ

ひ

亥

配

的

實

ヵ

を

—

炫

タ

ゃ

あ

る

狀

賴

ば

猶

ぬ

封

建

的

社 

合

體

制

の

危̂
^
あ
る
と
，.

S

は
れ
ば
な
ら
成。

■ 

,
, 

:
 

、
 

，
 

-
、
■ 
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,

:
:
,
:

"

/

,
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'
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■
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明
治
初
期
社
會
經
濟
思
想
皮
へ
の
序
論

 

0

&
:四
5'

か
乂
る
危
機
を
孕
む
で
カ
た
酎
建
的
社
會
體
制
に
衝
戟
を
撕
へ
た
も
の
は
、
外

國

の

.駿
來
で
あ
るo
外
國
勢
力
の
駿
來
が
本
格 

的
に
問
題
と
せ
ら
るi
に
至
つ
た
の
は
、
嘉
永
六
年

(

一
八
艽
三
年

)

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
め
來
航
以
來
の
こ
と
で

'あ
る
。
：
し
れ 

て
%;
机

歌

に

■
ぎ

け

w

.

t*
;シ
ア
■
の
活
動
が
あ
つ
た
。

ロ
シ
ア
は
第
十
八
世
紀

中にシべリア

を
自
國
領
と
し
、
太
平 

洋
肋
出
p
、
.
'
M
k
に
歡
太•

デ
か
方
面
加

』

、4

於
北
海
方
面
で
活
動
し
た
。
箫
屮
九
世
»
の
初
葉
ナ
ボ
レ
オ
ジ
戰
银
當
時

 
>:.ネ
ギ
水 

ス
軍
敝
比
ォ
デ
，ン
ダ
商
船
を
追
っ
て
長
崎
，に
至
り

.\
亂
暴
を
働
^
た
0ぃ
北
來
合
嘴
國
に
釭
い
で
陇
支
那
質
易

0
澉
蹤
と
し.て
，
ま
た
北 

%
屯
洋
ぬ
私
けI
撒
鯨
事
業
發
展
の
結
艰
、
來
船
が
わ
.が
沿
海
に
出
没
す
る
に
至
つ
た
。
海
邊
防
備
論
が
起
扒
、
»
夷

論

-<
?

:

な
^ ,

:

實 

際
私
治
は
文
政
ど
な
卜
、ル齓
關係の
惡化を

#
れ
て
无
傲_
凇
令
と
な
っ
た
？.し
か

し

、
.
、
本

來

的

欲

外

國

勢

カ

の 

來
航
問
題
ば
ア*メ
9.
ヵ
合
衆
國
が
龅
カ
な_
隊
ぢ
へ
リ
ー
提.昏
指
*
•の
卞
に
逡
りV
彼
が
極
办
て
强
砑
な
態
展̂'
っ
で
：？
開«
通
鮮
：怒 

亂

求

し^;
ご

と

め

始 

t
s;
。

' 

' 

f
-
 

• 

■, 

パ

•
:•
, 

 ̂

:

，.

擧國駑愕

;'
■

& .

すところを知

& '

ずどいふ

q

 

#

時の光づて

A

旣ぬ

k

ガを
^

<

以ヴ
V .

お

づ

M

M
 

に
ょ
々
て
，
幕
政
上
重
大
な
變
更
を
な
す
の

.

止
む
な
ぎ
に
茧
づ
た

o

そ
の
欺
一
は
朝
趣
に
對
す
石
奏
上
で
あ
り
、

：

第1:,.|

ば
諸
侯
：，へ
.
の
諮 

問
でa

る
？
第
ユ
は
關
取
へ
の

^

ぼ
任
政
治
の^

^ :

で
あI

、
筋
ニ
は
諸
侯
に
對
す
る
獨
裁
制

‘

の
終
焉
で
あ
る

'

こ
の
ニO '

の
政
浒h

 

0 ,

出$

は
,:
-

.

|

»

カ
を
喪
失
し
つ>

あ
ク
た
靡
府
に
と
. 0

て
は'

:

極
办
て
重
大
な
事
件
で
' 4
>

る!0

こ0

1

の
政
治
的
後
退
を
契
機
と

' 

鞦
趣
幻
諸
侯
於

#

f

 

|

の-

游
的»

觸
牴
亂
焓
舐&

、，參
茁1

*

叛
を
公€

#

體̂

尊
茁
时_

へ̂

:

於(

か》

取
政
治
f

_

#o,
過
程5

國
肉
踩治

. ：

に
各
け
を
薩
長
鉍
義
體
ど
し
、水
戶
蒲

_

.
€>
勢
カ
と
す
る
反
：幕
府
勢
カ
0
結
成

. 

' 

:

.

.

.-

. 

.

裳

客

>
へ

：

•
' 

. 

, 

,

':
.

<,
バ

.
:

‘ — 

ベ

 

r 

ぃ

.

_

&

_に
歡
#

^

_:\
钇
&

%時
片
教
づ*

^
攮
,

热
决
胬
的—

_

^
も
§

ハ
ぁ
夕
た0
-;
:
.
:
.
嘉

永

以

骱

の

海

防

論

は

明

诌

な 

形
斷
に
把£

\

^

0

^

#
贷
で
鞔
驗
以
耙̂

^
心
霞
論
者
ぞ
ば
軚
つ̂
解

達

^

*

際

當

局

と

衫

で

.
擁

夷

論

を

政

策

ぉ

し

で

行
 

知

證f

聽

な

想
^

^
は

翁

吹

攘

碧

軌

の

發

歴-

^

變

复

政

潜

的

舞

甩

^

-

^

聽

て

瞥

戒

し

て

ゐ

た

の

で

ぁ

つ
た
。 

■

徽
衛
瀨® :
!

逢

账

_

_
元
_
蘭

と

^

^

を

議

緖

汰

馨

ぼ

蒙

五

取

藤

約

整

电

穩

き

和

親

條

攸

を

改

^
し
' 

實

_

亂
<^
;

ル
し
ハ
新
た
に
神
奈
川-凾
蚁
*兵

藝

靈

_
菅

響

塵

紀

漱

想

樣

廷

切

駿

な

く

し

て

、
そ

れ

纖

名

す

职
雙
ぐ
靈
運
難
哝
全

：

識

赢

政

窗

離

お

化

す

る

に

至

つ

た
o
- 

.
I
.
.

-.
-.
,
;
.
.
:
,
:
.

、-
.
-
:
.
パ

-
: 
'
 

ン」

：

-'
, 

.

.•■

.

.;■ 

('
:
•
聰1>
#

#
坎
^

^

^
後

^

お«;
:
を
觀
外
貿
芴
は
、
甚
だ
し
皂
嫩
蹓
を
な
じ

‘た
1
生
絲
，
茶
_海
產
物
な^
0:
^

は̂
&
覺
ま
1>
:
い 

.#

.§於
叙
る
;̂
郁
^

^
ぃ
金
鉱
0;
'世
报
比
働
ど
日
漱
比.贤
の
抵
異#

.

&驗
作
勝
^

流̂
:̂
^
掛
來
1>
:
,
.
.
こ
、れ
.0>
'
:
諸̂
綠
果
^
ぐ
國
P 

徵

の
^ :

f̂
l

gi
i
貴
で
‘ぁ
ヴ
，，た
。
‘
一
&

の
所
得
の
み
を
有
す
る
武
士
P S
I
級
の
日
常
坐
活
は
極
度
に
窮
窘
告
げ
た
が
、
既
に
窮
泛 

に
憋
仏
ル
る
諸
侯
の
財
败
は
こ
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
占
が
出
來

’
か
つ
た
。
坐
活
，の
叙&
ば
上
層
武
士
と
下
層
武
士
と
を
離
反
せ 

し
；̂

漸

蒙

對
A
坑
S

し
.め
たo'
ご
の
上
見
办
び
ヤ
勝
武
君
狀
態
は
、
交

そ

の

■
簕
府
の
熊
度
に
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
'前 

H

武
ん
口.體
を
办
張
す
れ
ば
、
後
者
は
尊
^
时
幕
を
虫
張
し

|>
:

,賢
外
跟
_
の
手
段
^
し

て

、

大

義

名

分

を

旗

印

と

：
レ

て

ハ

..
慕

府

反

對
 

奢
» :

2
從
#
じ

か

ひ

で

ぁ

つ

た

。
ノ

:

.
:
' 
:
‘
‘ 

■ 

、

,■- 

> 

- 

*

へ
こ
の
間̂.
、
-'
開
國
論
も
生
張
ざ
れ
て
が
る
。
德
川
叫
肌
に
お
け
る
蘭
锻

Co
.解
藥
は
*
蘭
學
者
を
し.で
*
多
少
世
报
の
形
勢
に
通
ぜ
し

.

)

.

霞

初

撕

祐

會

■の
'序
飾
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.明
^
猶
期
膨
會̂

風̂
襄
此
へ
か̂

 ̂

V
1
A:
t

l

j

u 

龙
*

無
謀
の
壤
夷̂
行
ふ
こ
ど
な
ぐ
、.世
界
•の
火
勢
に
順
應
す
4

f v

彦

を

_

し
だ
。

」

殊
_

永
以
後
に.お
.い
，て
、
.
こ

れち
^
外
.ゥ 

事
情
に
暗
く
な
い
人
々
は
‘

旣
に
一
八
四

0

年
代
に
■お
け
る
ィ
ギ
リ
ス
の
對
淸
頭
片
馨
の
.蠢

を

が

知

つ.で
ゐ
'る
の
で
へ 

® !
論
を
i

す
る
に
至
つ
たo
' 

J
論
者
の
間
に
あ
つ
て
も-
開
_

1

^

_■

が

蕾

；馨

：
1:
>鬆

_

1

隱

義

あ

つ
炎

.々ホ

^
る
攘
嘗
者
の
態
度
は̂
甚
だ
不
^

^
あ

暮
^

露

賴

出

開

斷̂

意

味

ヤ

各

谈

露

澈

ぎ

ゼ.
^
^

.
:

へ
惑

?

開■

取
求
翁
も■

、集
證

■

■

■

切
_

變
_

^

^

歐
■
響

忘

何

と

名
^

^
龍

# -
_
藝

，の
任
糖
變.：；
少

ぐ

ど

，

^

■

敗
^

^

*來
市
場
及■

办

挺

曝

ゅ

隹

立

づ

齡

言.く
り
出
す.

嘗
で
あ
る
。.世
界
は
圆
形
で
あ
石
か
ら
、
：

i:

品
ぼ
ヵ
ル
フ
ォ
ル
ム
ャ
並
：馨

洲

か

質
■

姦

並

f

本
'の
開
_

線
求
が
，つ
く̂

の

如

く

貨
|

」

.か
ら
で
あ.る
。
か

衾

如<

繁

_

着

办
_

ば

袭

緣

國
_

ル

「

暴

開
國
サ
レ
め
、
こ

れ

を

裳

办

諸

國

募
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。
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岑
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西
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册
適
的
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1制
の
崩
«
が
、
^
の
.內
进
的
要
因
に
よ
つ
て
徐̂:に
射
は
れ
つ\
あ

る

と

含

、

外

國

勢

切

が

襲

來

し

た

の

^
.
'
封

建 

的
孩
游
の
娘
濾
は
對
外
调
題
と
の
观
聯
に
聆
ぃ
て
行
拟
れ
た

”
德
川
蘼
府
は
フ
そ
の
末
期
笊
ぉ
^
方

―

忙
武
衡
蕭
的
政
治
を
行
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炎
め
忆
ぶ
灘
府
の
實
ヵ
が
衰
微
1
て
％
る
こ
と
を
知
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そ
の
政
希
制
度'0
改
革
*
財
政
媸
直
し
策
を
講
じ
、
：
政
治
納
補
强
エ
：作
と
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て
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武
命
體
を
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糰
し
ノ
多
少
の
程
度
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い
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に
成
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し
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あ
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、
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後
に.至
つ
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父
公
_
政
治
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へ
猓
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し
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壩
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た
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滞
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斌
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つ
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ざ
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落
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猶
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。
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懷
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あ
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西
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摘
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ザ

'?
:

れ
ち
の
外
國
使
臣
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
有

明

治

初

堋

黎

，
經

猶

思

資

へ

-o
s
 

. 

^
 

9



明
价
^
哪
肚
脅
經
濟
思
想
史
へ
の
淨
諭

 

. 

三
0
 

(

四
5
;- -

'
: 

カ
請
薇
の
攘
與
論
は
、
¥

莳
ポ
質
易' 0

利
墙
を
獨
占
し
ぬ1

あ
る
'こ
2

に
尠
す
る
识
感
で
あ
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薩
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て
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通
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を
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，，外
國
使
臣
に
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す
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っ
た
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で
あ
る
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^
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漸
政
府
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激
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滿
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あ
り
、
內
に
あ
つ
て
は
.諸
藩
の
勢
力
の
均
衡
と
そ
の
.勢
力
の
中^
へ
の
集
中
の
問
題
で
あ
つ
た

O 

"鑛
宋
に
お
，い
て
、
日
本
が
•
.览
■
兩
資
本
主
義
國
か
ら

；

の
膨
民
地.化
せ
ら
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满
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：：
そ
の
不 

平
等
^ |
名

結

甚
.
し
_

磐

際

問

書—

て
、
こ
れ
を
繼■

る
3

外

懸
■

案

■

產

當

る

f

ぃ
ま
ゃ
新

政

府

デ

遵

夷

;

鬣
か
ら
脫
出
し
て
ノ
開
阈

:!
5

1

‘步
主
_

の.
.
^
声
に
あ
る
少
此
政
治
家
の
多
べ
を
有
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
明
か
に 

猶

邊

芩

メ 

J
力
の
5

主

菌

士

わ

が

溯̂
;

Q
：

社
會
的
發8

册
.
■
顧

篇

識

擎

，こ

€:階

段
的
S

S

小

す

る

政

策

碁

寒

驗
.'
•

&

■

蕩

讓

■

碧
g

_

:

逢
富

f

 

f

ま
f

 

I

I

のI

I

が
f

し1

■
せ
し
め
るJ
と
で
あ
つ̂

而
し
露
ゲ
-'
?
:"(
0

_

_

,根
_
浼
為
ず
.
^
の

拟

文

明

開

化

論

セ

：
あ

名

,0
:
ト

.

1 

,

技
_

1

准

■靡

證

遺

讓

に

幾

馨

論

M

^
sc
f

s

み
1

灌

1 1
1

_

耀
％

、
.貿
易
.を
行
ひ
、H

利

す

る

こ

養

は

没::
^

.獨

靡

^
し
て
.蓄

本

を

世

界

の*
裏
'に
：立 

ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら

Q

先
覺
表
は
、
人.1
倍
わ
が
國
の
獨
立
を
主
張
し
、
I

獨
立
I

保
す
る
.た
め
に
は
富

國
蕾
策
を
用
ゐ
な
け
七
ば|

ぬ
_

編

き

、
き

個

邏

彥

た

龙_

,

3

_

_

_
羞

し

て
.文
|

化
|

想
を 

督を
主張
し於
。

こ

■

業輩

_

恶
違
囊
筆
ち
釋
篇
备
ぁ
る

0
3
洋
事
情
ト
|

士

九
世
紀
の
文
明
諸
國
の
簡
單
#
る
歷
史
•政
治
•經
濟
•)«
:
政
*
靜
な
ど
に
關
す.る
«:
*
述
で
‘

つ
て
、
當
時
の
靑
屯
層
に
最
鲛
务
が
の
斷 

者
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る

o

そ

の
主
阪
す
る
精
神
は-.
v
-第
十
九
世
紀
の
文
明■は
、.#:
.
_
_翁
と
#<

甘
.

i

に

あ

つ

て

、
；
西

欺

文

明

は

# 

建
制
®
翁

邮

し

で
^

_
吻
世
界
ぬ
入<>
.

ど̂
齡
>

#明
0:
;
酸

は

允

#

め

鉍

と
い
ふ
に
あ
つ
た
。
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!

文
明
開
化
諭
は
反
射
建
論
で
あ
る
が
故
に
、

.封
建
的
恩
想
を
排_
し

た

。
‘
世

間

に

サ

益

も

な

い

古

文

i
i
i

勒
0

^

排̂
し
.て
、
ハ 

實
學
を
唱
へ
、
形

式

的

封

建

氣

斥

妒

て

、
功
抓
主
義
ど
高
唱
し
た
。
こ
れ
ら

#
於
明
_

_

_滟
わ
.
%'
.紙
極
端
&:
:
も
(0
;
も
軚
ケ
. 

た
が
、
そ
れ.は
.因
襲
の
久
し
い_
化
，は
だ
封*
41-
-
衫
扣
破
す
：る
に
ば
最
も

y

必
要
で
あ
り
、
充
分
に..日
本
人
<2
>
思
想
を
前
進
せ
し
め
た 

も
の
で
あ
つ
た
。.福
澤
先
生1
先
登
と
す>̂
:
,明
六
社
中
の
痒
學
者
は
實
に
文
明
斯
化
の
使
徒
で
あ
つ
た

0
へ
：

文
呢
開
化
論
は
瞭
原
の
火
の
ゃ
ぅ
に
日
，本
を
風
亂
し
た

0
'レ
か
レ
、
•そ
ル
は
反
抗
者
を
掛
た
な
い
の
で
は
な
が

0.
'
だ
0
0:
'
本
1
國
纖 

者
は
こ
れ
に
反
抗
し
た
。
國
學
は
、
德

/I
l
i時
代
に
お
い
て
分
の
反
蘼
思
紅
で
あ
つ
た
が
故
に
、
そ
し
て
、
そ
の
主
酿
於
が
尊
五

i
^
、
'.
;
', 

大
義
名
分
を
明
か
な
ら
し
め
る
點
に
お
い
て
、

•優
れ
た
る
が
故
に
、
明
治
新
政
府
に
あ
つ

’て
も
、
國
學
笤
は
、
そ

の

f

部
の
.ィ
テ
尤
ロ 

1
ダ
と
し
て
任
官
せ
ら
れ
た

g

で
あ
る
於
、
そ
れ
は
著
し
ぐ
保
守
的
思
想
を
抱
懐
し

'て
ゐ
て
、

：

新
文
明
論
に
反
抗
し
た
。
ま
た
か
仏
の 

.
:如
く
ー
^
思
想
を
持
た
ぬ
ほ
で
も
？
：
こ
れ
ま
で

«>
靈

的

.思
想
に
賽
成
ぜ
ら
枚

 

文
明
‘開
化
論
CD
.破
壞
的
論
調
を
寄
ぶ 

:
;も
9
で
は
孜
^
つ
.た
0へ
か
く
の
如
き
封
建
的
精
神
は
、
：
そ
の
指
導
者
で
あ
り
、
い
ま

.や
そ
の
#
權
を
喪
失
せ
ん
と
し̂
\.
あ
る
武
士1- 

':o
::吏
持
^
受
^

|
。新
文
明»

跋̂

抗

じ

た

樣

で

あ

，
る

0
:
:
;
#
4;
の
^
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 ̂

- 

.Hlli 

:

へ
四
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思
想
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べ
の
承
論
:

'

'

H四

.'

'
s'
五
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礎
は
”
か
く(?
>
,如
き
献
文
明
論1
對
龙
る
读
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で
办
そ
ぞ
の
排
_
で
あ
づ
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■
ン

じ
か
し
文
明
問
化
論
は
新
政
府
の
政
策
の
思
想
的
蕺
礎
で

'あ
り
、
新
政
府
の
政
策
の
實
行
に
ょ
っ
て
、

.そ
の
社
會
的
恶
礎
を
固：Q
o 

V
あ
っ
た
の
で'あ
る
。
*
新
政
府
の
富
國
强
兵
策
は
、
' 先
づ
外
國
の
制
度
文
物
を
急
速
に
轍
入
し
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
日
本
を
西
歐
化
す

.T-
t 
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A
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^

こ
と
で
お
っ
た
。‘そ
れ
は
西’歐
の
產
業
取
命
以
後
の
經
濟
的
技
術
の
輸
入
と
と
も
に
、

•

そ
の
上
に
建
設
せ
ら
る
べ
き
政
治
的
並
に
精

；
 ̂

的
構
迆
を
淡
植
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
0,
!
こ
の1

脱
的
方
針
に
關k
て
は
、
當
時
の
政
府
並
.に
民
問
の
進
步
的
分
子
の
間
に
何
等
の
差
敗 

於
#
し
な
か
っ
た0
で
あ
右
が
、
經
濟
並
に
政
治
的
方
法
.の
移
植
の
程#
及
次
§
_
.
•そ
の
運
恥
に
關
じ
て
は
、
國
內
政
治
に
對
す
る 

參
抓
者
が
咖
働
ぬ̂
ダ
ゼ
鄴
な
ら
ム
る
を
得
な
か
っ
た
。
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;
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:
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へ
.

'

.か

の

如

き

西

歐

他

政

策

'に

關

じ

て

反

■

論

者

が

.あ

っ

た

こ

と

は

:'
'
■，
軸

に

.述

ベ

た

'

^

ベ

i
r
i

化

；i

者

の

中

に

^

っ
：て

^

,

'
ぞ

.の

立

場
 

を

興

杧

す

る

も

の

は

あ

っ

た

。

そ

れ

は

國

內

(0
贬

治

經

濟

的

狀

勢

.に

贬

っ

で

'

四

っ

0.
陣

賺

»

へ

令

こ

ど

が

出

が

が

で

あ

ら

ぅ

0:
政

'
.
V 

: 

. 

.

. 

. 

. 

' 

— 

.

■

,
 

..

府
を
構
成
す
る
政
治
的
要
素
は
、

.

國
家
權
カ
の
增
大’
目
的
と
す
.る
阈
權
派
的
立
場
に
あ
っ

て

、

.
ブ

ロ

ィ
セ
ン
國
家
を
模
型
と
す
る
ド

; 

■ 

- 

.

,

.

.
■
' 

. . 

.

.

. 

■ 

- 

•
.

、<
、ゾ

政

治

思

想

を

採

用

し

っ

Y
あ

っ

た

。

一

度

は

时

幕

軍

を

組

，織

1;
、
，
更

ら

に

明

治

政

府

.に
參
加
1;
だ
が
彳
征
韓
論
問
題.に
お
い
て
-' 

k

鄕
隆
盛
と
と
も
ゆ
政
府
反
對
派
の
立
場
を
撖
づ

.た
樣
垣
返W

1派
は
Y大
久
保
！̂

.を
中
心
わ
先
る
ル
私
膝
的
國
權
主
義
ぱ
對
し
七
、 

.力
ラ
ジ
ス
の
思
想
怒
も
づ
セ
鲈
抗

^
る
ビ
至
っ
だ0.
而
ま
亡
政
治
的
に.は
中
立
的
立
場
む
採
り
、
：

'0;
本
.の
翁
齋
比
社#'
的
-
經

、濟

藥

猶

に
,

求
_

雾
ぼ
ぃ
^

^
葛

,

t

獲

、r

翁
■

葛

懸

_

■

論

づ

馨

蒙e

§
顧
濟
學
今
勤
利
主
義
：
©
馨

®

:と
'

^

^

_ハ
更
ふ
飧̂

^

0意
鐵

，
思

想
;:
5
:西
歐
化
す
こ.必

管

：.窗

^

1
承

姿

體

の
，. 

潑
®
灰
1

潸
ん
法
沈
る：^
赞

地

去
11
歐
f

め
.囊

は

難
•に
房

の

：
形

骸
f

;
§
^

用
€
^
0七
起
れ
ホ
と
光
る
で̂
:な
冷
、
^
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.

.

.
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免
紹
分
^

-

で̂
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:̂
狹

磨

洋

资

明

：
發

枥

が

キ

<̂
ス

玉

敎̂
あ

;*
^

產̂

張
^
^
%
_
の

台

举

へ

ゐ

彼
;̂
泣
f

同

じ

ぺ

す.る
.

^

®

#

t

«

種

^

建
^
し

た

。

こ<p
キ
.リ
ス
：
灰

敎
_

:
メ
：
及
：
ヵ

傅

來

の

薪

敎

；
で

^
つ
.

た
。
卜
ブ

.
H
K
-

ス
‘タ
ツ
ト
.‘の
、

K

張
^f

の
：自
财
中

：

義

的

迆

步

主

義

的

中-X
ト

敎

で

あ

つ

て

、

資

本

、
壬

義

の

：
興

隆

と

極

め

て

：
密

接

な

關

係

の

為

石

热
1

挎
埒
歐
醫
史
家
マ
，
ッ
.
.タ

ス
.
タ
§
,

^
0:
指
^

^

^

&ろ

で

あ

る

对

右

が

國̂
あ

^

^

灰

存

の

鋳

敎

ほ

爾

.
棄
麓
想
と
し
て

、
‘め，が國

.のへ西歐化

m
»
5!
^
屢

な

•
る

霤

を

演

a

た
の
^
あ

运

一

致

の
$

y

ィ

ッ

的

國

家
_

: 

.
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て
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ゐ

る-&
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_

Q

®l>
i

v

で
；
あ

：
翁̂
|
も
.に
ゎ
：が
國
の
文
明
開
化
論
の
截
礎
を
形
成
し
て
ゐ
た
も

.0
:で
あ
.る
0 

在
れ
ら
の'思
想
^

^
蓮

^

*

^
-:
0
1

,̂
麗

に
^

?

:想

£

に
^

*
の

：
樣

相

を

里

し

'て

ゐ

た

の

，
で
：
あ

^

1

^

^

^

^
像
^
為
.つ
龙
;?
,
の
，
は̂

8

疆̂

脅

赏
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:
"
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嶽

建

购|

と̂
西
歐
的
思
難̂
の

鬪

爭

：
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明

治

の

.金

議
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ふ
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七
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潘
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經
濟
泡
抱
與
へ.：の
：序
論
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三
六
：
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E
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\
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*
V 

十
.る
册
判
的
立
場-5
:
採
用
し
て.、
.對
抗
狀
態
に
あ
つ
た
が
、
封
建
的
思
»
の
鬪
爭
は
寧
ろ
思
想
的*言
論
的
で
比
な
く
し
て.、
實
際
的：

• 

’行
動
的
批
判
を
西
歐
思
漶
及
'び
そ
の
實
行‘に
對
し
て
行
つ
た.の
で
，あ
る
。
例
へ
ば
、
明
治
初
期
か
ち
政
治
的
指
導
脔
に
對
奮
暗
殺
事 

仲
め
多
ぺ
は
殆
ん
セ
西
歐̂

^

^
洛
對
建
主
義
や
現̂
れ
で
あ
-̂

、
多
ぐ
の
農
民

一

揆
，
武
士
驿
の.反
_抗
運

動

，、
の

思

賴

の

：
中

把

孓

. 

封
.a制
維

持-

•
E
I

歐

キ

；
義

反

對

，
の

立

場

を

明

由

に

し

て

ゐ

る

。
：

J
,

.

.

「

：

ノ 

.

し
.か
も
、
こ
の
兩
菏
の
鬪
爭
に
お
か
て
、
勝
利
を
得
た
も
の
は
西
歐
キ
：義

.で
^
,
0て

ゥ

そ

れ

は

政

府

並

に

民

間

.の

政

騫

設

一

の

思
 

着
々
實
行
さ
れ
つ
、
あ
つ
た
の
で
杏
り
、
そ
れ
は

«

_的
臭
味
を
多
く
有
す
る
も0で
あ
る
が
、
純
然
た
る
飜
譯
そ
办
'?
,
:ぬ
で
は
な
；い0 

そ
れ
は
多
少
消
化
せ
ら
れ
た
形
.態
に
お
い
て
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
，る
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.そ
め
顯
著
な
一
‘例
は
經
濟
上
の
自
凼
主

®

g

^

pか
ら
國
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^
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^
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き

場

合

で

あ

る
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ŝ
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南
先
p
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>
»脅

托
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攘̂
夷
論
^
眩
盛
&
中

：
で;'
>
.
:
對
外
貿
易
に
耘
け
名
自
由
主
_
を

由

張
.0
だ

：
；
の
で 

あ
^
::
>
>
,
明
治
初
'#
に
^
\̂
て
も
^
の
主
張
を
續
け
て
來
た
の
处
*
る
が
'̂
.;朋
治
七
八
年
頃̂
及
^
で
：福
澤
先
生
は;'
*
そ
0'
&
曲
貿
^
 ̂

寒
を
放
棄
ム
て
、.保
護
實
易
虫
義
を
：採
用
す
ベ
き
こ
と
^
主
張
し

て

ゐ
る
.”幕
宋
明
治
初
年̂

%
い
*«
は

:,
'
>
:
對
外
實
易
(0
實
施
ぱ
當
0 

一
て
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本
は
搦
取
七
滿
洛̂

の̂
®
歐
胸
耍
_
を
攝
取
.し
0 

:
新
產
業
制
度0
荫
芽
.は
IE
に
成
立
^
ん
5i
.
,し
^
ゐ
；遍
.：̂

:v
る
H
J
f̂c
::
>

西

歐

及

棄

米

洽

衆

國

：
の

低

廉

舊

沐

義

潔

め

_

_

|

_

爾

入

超

姆

姦

起

害

着

時|

本
_

^

減
:#
き

め.る
^

め
^

■

名
^

'1
>_
顧
^

に

制

眼̂

_

へ«

ダ
：1
國

產

樂

そ
^

.
^
，

外
人
亦
灼
地̂
居

比

反

釋

レ

衣
^
瘡

遒

:.
«
基

：
の'
1.1
呛
..ぁ
：.
9
_
.
舊

義

塾
P
ー
；
：
.派

は
.、
：
以

後

明
1|
:
.
1
:
十

苹

代

^

ぃ

た

る

嚏

で

，
保

議

主
®
?

と
；し
て
：

冶

淸

戰

雰

に

澤

办

供

產

樂

餐

展

が

f

co
.程
§

で
達
1>
;
た

ヒ

：
と

ゼ

認

識

す

る

忙

蚕

0' 

^

#めH
”
*

び
自
曲
至_
fe
歸
.

ô
;

の
^
あ
^
::
0
;
^
T
0-
如

：き

例;«
單
'に
日
本
に
お.い
て
0
み
見
出
^
れ
得
ぞ
現
象
：で
は&-
ぐ
：ハ'?1
1
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ぺ
へ
ば
％

ィ

次

に

聆

い

そ

も

バ

：
か

0
フ
リ
ー
ド.
.リ
ッ
ヒ
•
リ
ス
ト
が
始
め
自
曲
主
義
笤
と
1
て
現
は
れ
、!.
'.'-
後
ぬ
國
民§

經

濟

藥

の

；
虫

張
 

な
.つ
丧
と
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尤
瑰
歲
で
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义
が
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こ
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廣

囊

：塾

：

】

:1
の
國
民
虫_
へ
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篇

は

、
ゎ
が.國
に
お
け
る
外
來
思
想
が
タ
翻
_
そ
：の. 

ま

、
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：形
顧^
お
^
て
梯
:̂
せ
.：あ
れ
た
と
す̂
說
忙
對
す
名-有
カ

な

：反

：
駿

の

材

料

た

ヵ

得

，
る
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治
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に
考
名
輸
入
超
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情
勢
ふ
國
朽
に
為
け
名
樹
猶
的
耍
素
の
：武
ヵ
的
返
抗
と
ほ
^
經
濟
也
に
扫
け
る
排
外
虫
義
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在

ん

で

：
ゐ

る

び

^

佐̂
田
介
ぶ
め
國
產_
勵
論
馨
双
運_
が
ぶ
れ
だ50
:五
が
^
1

田
介
石
0
經
濟
論
は
ジ
慶
應
義
塾
一
.一
派
の
國
民
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義
の
潑
展
では
な̂
0へ
；介
右
の
經
濟
論
は
，
寧
ろ
會
澤

3£

志
齋
な
ど
の.神
|

濟

論
'<
?
:一
脈
の
連̂

が
^
あ
の
で
あ
つで‘、
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.經
濟
論
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お
け
名
^
建
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主
張
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し
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地
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占
め
る
も
の
で
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る
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./明
治
H
■•年Sr-

は
*̂
び
.
自
歧
生_

の
，繁
榮
し
た
時
代
.で
、あ
る
，0
そ
.れ
.
は̂
南
戰
#'
-後
の
.

由
民
權
運
動
に-現
は
れ'
て
ゐ
る
.
. 

_ff
i
民
權 

運
動
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
政
治
運
動
で
あ
り
、

；

そ
の
淵
源
を
明
治
七
年
に
お
け
名
板
垣
退
助

.
•
.後
藤
象.11

郞

等

の

民

選

議

義

產 

白
運
動
に
求
め
る
こ
と
が

5

來
る
が
、
著

に

遡

つ

て
.

は
，'•
慕
末
に
お
け
る
公
議
輿
論
政
治
の
中
：張

•
.歐
浓
議
會
政
治
論
の
紹
介
■•?!
,ヶ
，
 

條
御
誓
文
の
萬
機
公
論
の
ニ

條
に
求
ぬ
る
こ

.と
•が
出
來
るo
こ
の
議
會
政
洽
運
動
は
い
ふ
ま
で

.
も
な
く
'
征
韓
論
を
契
機^
,

し
て
の.
在

■ 

-
3
-
 ̂

V



明
治
初
拗
肋
會
經
憲
想
.史
べ
.の
摩
.論
 

三

八

(

S

ハ
〇)

ノ 

朝
政
治
家
の分

，裂
，に
始̂

^
、
大

久

保

為

倉0
內「

治
派(

に
對
し<

、
西
鄕
•
板
谊
等
O'
對
外
强
硬
派
の
參
議
辭
伍
と
な
认
、

•
西
鄕
&
>
'
， 

邰
下
を
引
連
れ
て
故
山
に
鼸
つ
，て
、

「

.私
學
校
を
興
じ
た
；

P

で
ぁ
へ
る
が
ハ

.
同
じ
^

斷
派
で
#:
^

«
垣
は
、
政
治
的
方
法
と
レ
て
.の
.公
霞
輿 

論
を
、
：
民
遝
議
院'の
建
設̂

い
ぷ
方
法
に
具
現
化
し
や
^

ど
し
た
。
'；
?
匕
V

で
楔
垣
は̂

外
矶
砠
ホ
|

幽̂
|

ら
§

虫
_
的
砠̂
 

の
ii
#

主
a

敗
I

U-
P
ぼ
ぶ
a

西
鄕
は
が
ぐ
办
如
ぎ
傾
肉
に
岗
意
ぜ
；

^

;

依

錄

と

し

て

武

斷

派

祗

救

ニ

：
办

.
グ
デ
ダ1
論
者
で
鉍 

る
こ
と
は
、
彼
の
行
動
の
證
明
ず
夯
と
こ
：ろ
：で
务
る

0
,板

垣
0

瞅
治
的
轉
向0
繁

、
.對
外
强
硬
_
者<?
:
.
:し
て
の'
:晛
#

は
、
坟
後
そ
の

-■ 

>ぐ
ふ.
.
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.

政
，治
的
運
動
に
お^
て
別
個
の
途
を
迹
つ
た
。

'
,西
鄕
は
私.學
校
$:
-
-創
立
し
、
板
埏
は
、
愛
國
社
を
設
立
し
た
。
.
、
.

4

良
選
謹
設
龙
建
_

當
時
の
政̂

^
':
;>
:矣

の«

動
^ '
:

發
膨
ぬ
¥:

舱
性
を
糸
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
なv>
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:建
^ :

書

の

民

選

^

院

設

立
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對
^

て
は
い
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藤
弘
姿
淼
猜
禮
め
神
田
孝
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な
ど
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設
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尙
吊
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中
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行
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對
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滋

*
馬

_

.

次 

郞
.(

火
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憲
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穩
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身
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砠

瞢

農
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に
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す
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は
ボ
作
悴
斿
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持
し
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も
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地
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^
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作
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.て
、
武
.士
身
f

o'
撤
®

、
i

制
度
於

あ
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ぽ
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農
村
の
經
濟
狀
態
を
余
游
あ
ら
し
め
、

.且
っ
こ
の
火
事
件
の
た
め
に
著
し
く
言
論
報
道
機
關
と
し
て
の
新
聞
紙
を
發
展
せ
し
め
：た
の 

で
、
遵
种
に
お
け
る
政
治
的
知
識
を
發
達
せ

l
め
:;
'
‘明
治
政
府
の.费
本
生
義
促
進
政.策
、.辣

に

そ

，
の

政

商

保

^
問
題
_に
っ
ぃ
七S

議 

を
，脏
:̂
^

灰̂

:̂
^
の
，败
游
的*
制
は
.大
久
保
利
通
を
冲
心
と
す
名
明
治
政
府
の
家
父
長

^
態

度

に

對

，
す

る

.
の̂
で
あ
り
、
從
っ
て
自 

袖
届
'權
1
者
の
#
葉
玄
^
っ
允
す
れ
狀
、
そ
の
寡
人
^
制
政
府
に
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す
る
批
判
で.必
っ
；̂
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1
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1
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^
^
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^
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:
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滩
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治

，
の

確

立
■

の
み
を
そ
の
政
綱
と
せ
ず
、

「

社
會
改$
 

Q

二
節
を
附
加
す
る
必
要
に
會
し
た
の
で
あ
る
。
故

.
に
批
評
象
は

M

曲
黨
運
動 

-

を
も
っ
て

、
：一
の
社
會
改
革
领
励
.
と
い
ふ.
に

蚕

っ

て

ゐ

る

が

，、

そ

の

遝

動

の

本

質

が

こ

、

に

‘
な
か
0

た

. ^

と
は
、‘
そ
の
速
動
$
裁
本
的 

組
«

が
. 4
*

小
她
主
並
把
中
麼
ブ
ル
ジ
_

ア
.
に
あ̂

た
こ̂

に
ょ
，っ
て
明
か
で
あ
、る
。
•

,

;
.
_由
民
鑛
遝
動
家
讨
、
そ.の
：ー

思

想

的

狼

變

フ

-ラ
ン
ス
自
由
揭
榴
論
允
求
め
た
？

.

.彼
等
^
思
想
的
？̂

^
は

患

兆

民

：で?>
象

、
そ

: 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

.....
 

-
•
. 

.

.

. 

.

の
主
漲
す
る
と
と
ろ
は
、

ル

の

：社
#
碧

論)

で
、あ
つ
た
。-從
つ
て
;#
等
の
.民
篇
は
フ
ラ
ン
ス
：型
で
あ
杉
、
急
進
的
で
あ
つ
て
、 

こ
の
^
進
例
な
た
；©

い̂
'«
|
5
#光
^
け
る
ブ
ル
ヅ
ョ
ア
め
：避
助
を
多
く
受
ゼ
る
こ
占
が
出
來
な
か
っ
た
ヒ

^

、̂
農
村
に̂

い
て
、
.
中 

小
農
民
が
自r h
E

運
，

の̂

に
ょ
っ
て
、
そ
の
社
#
的•

經
濟
的
耍
求
を
な
す
に
至
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
運
動
レ
十
く
解
體
せ
し
む
る

® '

要
^

嬰
因
.
で
：あ.
り
'

た
;:
0

:

.

し
'
,
-
,
.
-

■'
.

V 

.

.

.一

 

.

.-
>
.
,
• 

i
 

. 

'

«-

-V
.
 

. 

. 

. 

V
-
. 

V 

.
• 

.
、
• 

. 

-
•

*.
:
•
. ,
 

. 

: 
.

.

.

.

.

. 

\ 

.
 

. 

.
、 •
 

.
-
•■. 

' 

:. 

ノ 

. 

.

.

.

.

V', 

.
權̂
，
_

の
谓
„

:

^

,個
治
十
四
年
の
政
凝̂

-
，
: ^

泣
憲
姻
|
|; #
,

の
生
張
<!
:

_
拓
; ^
_

^
げ
_問
題
め
非
難

—̂

の
た
め
に
下 

; #
4

氽
儀
方
^

:,
$

水
^

大
«

重
信
の
改
猶
*

ヤ
^

':
0

た
0

改
猶
黛
は
诌
衲
黨
の-フ
ラ
ン
ス
急
進
中
：義
に
ょ
る
の
だ
對
し
.

V
、
.

ィ
ギ
.リ
ス 

^

功
利
_

:'
.

^

_議
脅
ホ
：義
;'
(
0

張̂
^

:̂

わ
て
、
漸
進
論
そ
主
張
し
、
多
く
め
都
市
有
淹
階
級
.の

支

持

を

得

た

の

，
で

あ

る

0
:民
權
運
動
は
、

:

い
ま
ず
J

^

m改
進
黨
：9
.'i
:
_
f 

:

義
と
漸
池
主.
:̂
の
渐
立
に
ょ0
.て
.-
>
そ
の
'勢
力
を
折
半
し
、
‘自
ら
.そ
：

q

勢
^
を
：脆
弱
な
ら
し
尤 

，た
o 

:
而
し
ヤ
、
：；
こ0
勢
カ
0
對
泣
を
利
用̂

て
漁
夫
め
利
を
得
た
も
の
は
”
藩
脾
政
.府
犮

あ

：
：
る
'0
,
藩
閥
政
府
は
こ0
對
立
に
乘
じ
て
、

• 

.. 

....... 

-
•
•
•
•
'
.
•
. 

,
. 

...... 

•
- 

.

こ
.

,

I.
-..
 
!
r

+
-
、
，/
;,
. 
.:-,
t 

....、

.

»'
、
.
'
:
、*
. 

.

.

•:

ノ'

./'

.
、
v

遭

を

離f

 

•

栽

治

制

猶

上

屢g

官

激

名

屢

の

雇

邊
JJ
L
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
ぁ
る
。

。
'
リ

,卦
私
戴
か^
0
の
へ
一
へ
ゼ
じ
で
擧
げ
ら
れ
た

_
0:
&
'
:社

會

故

良

负
.§.っ

耙

飲

カ

玢

瓜

资

自

抓

«:
の ̂

ク
たxi

と
ぬ

敗
自
由
主
義
を
實
現
す
る
こ
と
を
主
張
し

•た
の
で
あ
る
。

 

-

.

\

W
か

^

^

^

^

イ

ン

フ

レ

ー

シ

a

ン
に
ょ
る
農
村
の
紙
：狐
は
舶
續
也
ず
、
明
治
十
三

•

四
年
以
後f.

デ
：ブ
：レ1
シ
.»■
7
政
策
は
，
敫 

村

を

不

況

な

ら

し

め

：
、

'/

殊
^
£中
下
層
農
民0

1
ほ
廖
躞
た
を
も
め‘が
あ
“つ
g

i
に
十セ

，，

八
年
に
_

つ
て

は

、■
村
に
お

け

る破 

局
的
狀
■
ば
風
ら
.に
推
進
せ
ら
れ
た
傾©;
が
あ
る
。
こ
の
と%:
に

當

つ

：
て
>
.自
由
黨
遝
動
に
ょ
つ
七
.訓
練
さ
れ
て
ゐ
た
中
下
層
の
農
民 

ば
1>
農
种
救
濟
負̂
»
輕
減
.借
金
檸
引
の
：だ
め
に
小
作
黨
*
借

金

黨

等

め

：：
名

に

ょ

つ

.乂
蜂

起¥
る

に

至

つ

：
た

。
ぃ
か
ぐ

.の
：如
き
狀
態
は、
/ 

他
方
尥
fe
s
て
ネ
自
批
霡
內̂

^
-̂
尨
^
を
發
^
也
^
办
だ
マ
&

露̂
本
來
の
自
的
與
自
曲
拖
義
魄
腺
治
^̂ぬ
^

 ̂

は
J
旣 

5m
檄

摘

，

た

が

、
自

曲

黨

苽

興

I-
:,
:
;
'
乙
.が
微

向_
蔽

形

ザ

ふ&
ど
#
*

 ̂一̂

曲
*'
!

熱̂

^

ぬ
至
0

^
-?
、彼
等
ぼ
現
下
の
社
會
問
題
が
！
|
_
土
她
問
題
に
あ
る

こ
•と

を

認

識

し

て

、
'
^
村

社
#
政
策
を
免
張
し
、
遂
に
土
地
國
新

W

:

題
に
#
:
で
.霞

^

名

：
に
至
一
つ
た
タ
ノ

 

M 

ノ

く

：
ノ-
,
- 

■

し

■

:

v-

.:
o

十
七
.
•八
年
に
お
，

i

る
農
民
の.蜂
起
は
、
自
由
黨
運
動
ふ
同
ー
視
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
自
由

f

翼
に
：ょ̂

®
 

戦
サ
ら
れ
た
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し

.て
、
こ
，れ
ら.の
蜂
起
農
民
の
意
識
戈
組
織
ぢ
髙
度
の
も
の
で
，な

.い
こ
と
は
明
か
で
あ
卷
が:-
:
> 

當
時
粹
お
け.る
-工
業
の
發
族
と
と
も
に
、
.社
會
即
題
の
漸.く
認
織
せ
ち
れ
つ.、
あ

づ

た

こ

と
_は
否
宛
し
得
な
い0
.
.:

.

.
，

,
明

，
治

ニ

十

年

以

，
前

-0

、
；
日

本

に

A

い

て

西

歐
‘に：

お
.け

る

が

，
如

き

社

會

問

題

：

の
.存
往
し
な
が.つ
た
の
，
は

事

實

で

，
：
あ
，
る

が

、

.
こ

れ

.
に

關

ず 

明
治
初
期
社
脅
經
濟
思
想
史
ベ
の
序
論

 

鲟
一
‘ 

S
,
2
G



明
治
初
期
社
脅
經
濟
：思
想
炎
、へ
の
：序
論

 

磁
ニ 

c

四
.六s

n
l

知
識
•

^

«は

資
.明
治
初
¥

か
ら
”

.わ
が
國
に
I

つ
、て
來
で
§

o

爾

J
H
f

情
：！.
外

篇

中

1:

八
：四
.八

维

康

：̂
8

1

^場
：
 

<0

能
^

1

^
务
-£
-1-

が

親
$'

吳

.明
_

:
ー
.
年

刊

行

の

加

藤

弘

之

0

「

眞
政
大
意」

の
中
に
は
ロ|'
^

4

:
ズ

气

ソ

！
ン
ャ
リ
ズ
み 

妗
言
■

記
さ
れ
1

$

辣
|

治
$

以
後
.に
.
お
：い
て.
は
、n

.

シ‘
ア
.に
浮

#

 

S

X

;ム
蓮
動
、
.
.>:

イ
ツ
§

s

§

§

.
 

踏
|

校
#

け

る

事

情

等

妨

報

道

簾

技

明

準5:
:

六
年
に
呔
：
；
數
種
.
の
ロ
；シ.ア
.ニ

ヒ
”
ズ
ム
_

並
®

雇

^

^
 

i
M -
:

w
に 

。■

る
_

|

譯
|

:

れ
：|

.
る
.
0明

治

十

：
_

:

、
ハ

應

馳

.政

詈

1;
.
.
:
て
5>
«
會

黨

；
の

名

鉍

最

馨

診

#:
®

s

:
馬

裏

.養

菊

讓

#
稻

ば

备

葉

雜

聲
 

费
ハ
が
出
現
し
た

Q

も
、■

社

龠

題

顔
■

認
■

-

あ
る
と
“

ぜ
き
ゼ
あ
る”
而
し
て
'
こ
ゆ
阮
會
胤
轉
の
歐
離
は、
. 

き
一
攀
代
ぬ
お
け
る
工
業
の
.發

展

蒙

虼

、V榮
饊
間
題
鍵
ず
冻
認»
と
し
て
新
レ
れ
部
酣
を
膨
職
篇
ぎ
办
で
あ
る
が

，
f
 
0 

村
社
#
問
題g

雨
來
'̂.

E

に
い
た
る
免
で
何
等
解
決
が
耀
を
發
^

せ
ジ
れ
ず
し
て
殘
つ
て
ゐ
る

。

'
’

:•
V 

■

九

.
:維
新
以
來
の
政
府
の
：方
針
が
民
間
ゆ
霞
も
と
も

i
H本
の
.富
國
强
典
に
が
つ.た
こ

と

卸

が

、で|ぉ
，る
0
こQ

だ
め
に
政
■

目
.

』

 

民

獨

翁

枭

導

す

る

立

場S

つ
て
、
•民
歐
に
*
け
る
工
業
技
術
•
經
營
方
法
の
輸
入
移
植
に
專
心
し
た
。
こ
の
こ
と
は
蘇
末
、
幕 

府
■.に
乾
い
て
も‘ノ
藤
■
き
.，
肥

膨

容

に

お

い

て

も

霞

た

と

こ

ろ

で

あ

；

^

觀

政

麻

€
札
を
更
ら
霞
顏

 

い
で
行
り
た

§

で
‘
る

が

&

廳
气
辟
齡
企
繁
奪
の
雜
建
敝
@'
--!瞥
ぞ
覺
醒
ぁ̂
^

*f
t
後
f

 

^本

の

ヒ

業

の

先

^

^

^

^
の

發

煨

の
^

^

な

っ

夺̂

^

^

が̂
>

• 

• 

- 

- 

.

'

0
^
w
w
w
v
 ̂

• 

4の
發
_

寒

處

び

凑

の

翁

疆̂

^

府̂

启

馨

驚

違
^

^
護

^

^

^

^

^

蹇

去

推

明

黎

,:
f
>■
'
.前
^

て
，*
*

.こ
め
保
護

M

義
の
障
害
と̂

る
：も

、
の
'は
、/
最
：初
の
和
親
篤
に
お
い
て
輸
入
稅
平
均

一 :

一
割
と.定
め
ら
.れ
た
も
の

黑

：：顧

潘

猶^
:藝

廢

霖

變

セ

：
':
(
0
:
农

め

に

囊

疆

妃#
い
て
.は
、

t

杏
や
$

^
洛
政
府
は
そ§
1

め
當
1

:#
い

电

せ

奪
^
不
平
等
條
約
ぬ
欧©

:ち
'3
-べ
き
ゼ
$
-
且̂
»
し
：'-
'

_治
魄
年
唉
は# 

倉

を

法

诹

ど

ず

洛

使

響

：歐

來

*
送
哆
て
ぉ
务
搜
改§

事
業
^

^

_る
：|

_

か
つ
た
4
祐

|

間
|
:
応

記

甚

や

が

稱 

■
®
擬

客

の

間
i

保
護§

1

義
的
國
民
主
現
は

§
 

の
㈣

I

.*:

不
平
等
條
約
改IT
論
を
英
文
を
も
，つ
て
發
表 

#

_

1

:の
時
代
0
論
|
;
^
%
べ

每

敦
#
本
0
_筇
'，
白
|

震

|

颇
と
1;
た
が
故
^
,>
を
|

*

質

的

樘

は

碧̂

の
.問

題

去

し

義̂

^

法

植

ゆ

問

®

®

^

'

形

式

的

に

,

§

つ
，
で« :
療
0
-
:で

务

る;;
9
.1|
1:
::.
!

;'
’ 

. 

• 

' ' 

.' 

ぃ
 

'丨「

マ 

I 

ノ

ン
 

I
: 

-

.

•,
,

ベ
”
塵

的H

義

論

蕾

の

縦
_

植

洚

明

治
_

抝

蝥
f

 

■

代
_

ぃ̂

^

娶

營

黎

思

瞅

ぺ

0 ;
撖

幕

撕 

虜
が
弗
つ
：.
■

房
間
^

ゆ

舉

：
げ0i
震

_

,:
:,
#

^

^
の
政
府
直
營
ね
ょ
る̂

^

^

麥

る
«

襄

發

展

ぬ

雪

か

拳

： 

i

i

n

ム
齒
に
麵
い
そ̂

^

盤
理

り

雜

も

赵

奚

が

、
な
の»

«

^

を̂

消

！

^

_

を

有

允

客

の

で
ぬ
.
ぐ
、

缉
義
§
^
|

進̂
0
政
»
で
.ぁ
り
、
且
つ
十
年
代
の
末
葉
に
嵩
つ
•て
は
、
こ
の
民
間
事*,
も
稍
發
展
す
る
に
及
ん
：

-

期

黎

變

翁

史

ベS

論 

.
'
_'
s
 

C
S,
着

.



 ̂

▲
 

'.、
y
y
,
;
'.

で
、
條
約
改
茁
問
題
は
神
ぴ
燃
燒
す
る
に
至

0
.た

.0
f 

V 

、
：
.

.

.

.
•
.•,
:

:

,

:」

、

;

條
約
f

に
關
f

立
場
は
.

I

I

I
つ
た
。
そ
.の

一

は
.、
■わ
が
國
の.法
制
•
箠

等

を
.

一.

爵

歐

化

す
る
こ
と
に
ょ
つ
で
、
，歐
米
、

I

f

l
治
：編

濟
_

_

に
：お

け

る

譲

にf

て

ぐ

對

雷

た

衾

認

識

集

對8

約
を
締
f

 

¥
す
、 

る
I

I
へ
つI

I

代
I

葉

I

:
馨

蒼

連

動

？

の
第

I

の
，方
策
i

つ
て
、
と
.

§
:

た
め
i

f

稍
極
端
に.失
' 

.
■
ほ

ど

農

化

政.策

を

氣

し

、
，
坐
活

V

風
俗
の
方
降
を
も
徉
風
化
せ
ん
と
し
た
の
；で

里

て

頂

點

は

有

明

な

鹿

鳴

館

っ

^

風

薆

寡
I

:
は

れ

：瘍

名

タ
I

業

圖

篦

欢

疆

同

義

で

は

な

か

っ

た

。S

歐
仳
■

の
#

I

づ
I

I

の
：地

'

f
 

i

雾

つ
い
て
，は
、
—

の
な
い
と.
I

J
導

•
§

:

懲

主

義

に
：反
對 

碧

8

茧
_
震

意

圖

と.何
等
矛
盾J

裏

；で—

か
.
っ
た
の
で.
あ
るo

■

'
:
'
: 

,
,
:

し

表

爾

的

運

爾

に
I

て
|

ゎ
|

化
_

運
1

f

義
に
■

し

て

、對
跪
的
地
位
に.あ
I

O

,

そ
I

I

4

か
て
は 

兩

重

f
:
*
:
:
.

一®
際

罢Q

地
位
に
向4

に

恚

た

が

：
、
場

袁

 

に

衡

译■

方

は
_

■

義

窀
1

た
.。
i

在

•

饗

9

#妾

も

發

腐1-
る
：
こ
，
|

出

來

ぬ0 

, 

•

• 

.

.

.

.

.

.
’ 

. 

r 

.
•
*
.
-
- 

.

■'
*
>■
 

. 

.
'

I'
l. 

,
.•
' 

.. 

*
:
• 

.

.

. 

u, 
., 

V 

•• 
.

省

對

し

V

國

逢

義

墓

登_

麗

■

雲

；

• ：.
以

隹

如

洛

堂

：
が

、
：
：

•

虞

■

的

國

霞

義

的

運

動

：の
ハ 

思

豐

■.意
義
は
、
隹

が
_

の

僵

餐

論

：
f

考

翁

展

で

：
あ

る

$

嚴

發

篇

：

兹

田

介
s

'

i
 

て

着

猶
Ic
—

O
,遍

■

葚

歐

狗

學

術

赢

碧

そ

の1
麗

斥

す

名

も

の

で.悉
タ
彼
等
は
西
歐
め
學
術
思
想
を
受
け
_

:れ
な
.餐

：”
：日
本
の.特

露

地

位
»
に

歷

史

紀

强

調

ぜ

友

と

ず

る

：
も

の

セ

あ

繁

斥
け
る
^
於

ふ

點

嘴

：
國

屋

義

者O'
震

が

あ
•る
，

. 

：

■ 

- 

^

.

B§
f 
 ̂&

本
國
i

.膣
史
的
有
機
的
發
展
を
信
ず
る
が
故
に
、
そ
の
組
織
的
な
ら
ざ
る

i

.を
^
定
す
る
9 
#

等
は
民
族
の

化
.を
信
ず
多
！

揚
ザ«

S

(̂D
蕪
簿
的

受

容

免

桓

否_
泠
日
凇
特
殊0
塵

怒

_
場

_
:
€
^

は
#

證

者

で

あ

レ

、
：民
族
茧
_

考
で
あ
るo
と
の
生
張
者
と
し
て
、
政
敎
社
へ

1
減
名
擧
げ
る
幾
ど
が
出
來
夷
；
こ

.：'
パ
？…

：
，

U
r國
据
主
_
的
經
^
8

譲̂

寶

;1
>嗜
は
£
養

貞

益
|:
擧

ぐ

べ

「

裏

お

名;:
9
'彼
0
立
場
ば
'̂
ぞ

の

初

め.
5

..

.

(

明
治
九
^

領
に
ょ
0

て
知
.ち
名
发
如
ぐ
_

|1
}

主
義
的
で
.あ
、
る

が

、

後

に

卞

ィ

ッ

<0

フ
.リ

ー

ド1;
'

ッ
ヒ
•

リ
ス
ド
の
ハ「

經
，濟
#
办
國
玫 

,
.的
體
系
#

1
學

び

、
耳

つ

：
こ

替

飜

_

す
|

1 '

馨

<

;

1

^

*

^
論
二
十
四
华
刊)

國
民
生
義
者
と
し
：て_

は
れ
、

「

情
勢
論
^
明
治

-

.

.

.

.
-,
.
-
. 

- 

.

■!
. 

. 

.

. 

. 

. 

'

■

. .
.

.

:-
-

■

.

 

,
. 

.

.

-,
.
. 

. 

.

.
 

. 

.

.

.

11

■

苹
判
^

,

_vi
p
國
f

義
的
經
濟
摩

*

た

效0

#

^

_保
し
て
办
る0 
. 

; 

!

?

_
民
主S

社
、-明
治
勒
期
の
湯
家
め
錄
ん
ど
す
■ベ
て
の
立*f

あ
つ
た
が
、
こ
、
に
至
つ
て
、
わ
が
國
民
的
國
家
的
信
條
と
な
つ 

た
と
い
0
セ

>*
い

；
の

で

あ

る
;-
0
而
し
：て
、
爾
來
國
民
主

g

的
保
難
主
義
ば
、
’
.日
本
の
朝
鮮
半
鳥
'へ
の
巡
出
と
大
陴
政
策
の
方
向
確
定
と 

と
も
に
國
宠
思
想
た
る
の
地
位
を
獲
得
し

^
の
で
，
あ

る
。
' 

■

.

.

•

 

,<. 

: 

• 

.
■<
•
•
.
. 

. 

; 

: 

:.,
 
: 

-
n 

, 

t 

:

n
 

.

-
.ぐ

.

.ぐ

.

.

-

.

.

.

.

ノ 

- 

.
\ 

.

.

.
'
I 

. 

..: 

‘ 

. 

-
•
.
.
.
. 

,
/
< 

. 

.
' 

-
t
.
v
:
-
'

■■
,
.
,
,
.
.
'
.
? 

- 

■

» 

« 

J
-
- 

<
>
• 

; 

, 

-
> 

v

r

, 

.
'
. 

'r
: 

. 

-
.
. 

.

.

. 

'

i

.
-■ 

. -

.
•
•
- 

. 

.

.V 

<
_ 

-

:

.

.

.

'

-

,

•

.
 

.

-

:

.

.

.
ふ

-

.

. 

' 

. 

•
.

.*
■,
 

• 

: 

V
:
.
.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.
へ
.
. 

-
-
-
.
' 

.

.

-

-

-

.

; 

■-'-. 

• 

. 

•

:
、

-
.

l
o

.
? 

- 

' 

.
:
•
; 

.

. 

.
'
.
.
.
. 

.

.

. 

<
• 

r 

V
.
. 

.
':
-
.
.へ
.:
.
. 一
 

.
‘
.

»■
••
.
ニ
.：.？

 

.

：

.

.

. 

,

,

.

.
 

.

. 

.

.

.

. 

.,■• 

.

. 

-
•
; 

- 

.

.
!
: 

. 

: 

.•....

1
.へ、
/

へ
.

.

.

. 

.

.

»'
•.
•
;
.
. 

-

.

-
 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

-
. 

- 

? 

,
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

-
::r

國
®
^
義

ぬ

勃

興

は

设

坐
靡
_
發
展
_
伴
つ嫌
ゐ
尨
:?
獨
立
國
家.

1 >

て
1
歐
米
の̂

1

主_

刻
：强
本

隸

屬

的

地̂

-

.

\
 

 ̂

 ̂

i
'

,;(

®
 
八-



^
浪
柳
^
^
^
^
^
3

§
想
^
へ'の
.
論̂
；
.

:̂
J
' . 

、
IQ
I
.
,、.
a
.

か
I

放
梵
ら
るi
た

め

に

は

.、

'
急
速
に
そ
の
資I

義
組
織
を
輸
八
|

し
で:'
ゎ

が

；
國

の

坐

廒

カ

あ

高

办

み

こ

と

が

^

^

奴
つ 

た
こ
と
は
、s

ふ
ま
で
も
ぶ̂

か
、
る
過
程
に
お
ぃ
て
、
武
士
身
分
制
に
關
す
る
社

#
問
題
-
農
村
の
土
地
所
布
集
中
に
關
す
る
問 

題
が
起
つV
來
た
こ
と
は
、
を
■

し

た

き

：ろ
で：
f
 

oし
和
る
に
、

こ
れ
ら.

Q

問
題
は
-
' 資
本主

！！

紙

緻

發

展

の

途

上

に

お

け

. 

.̂
•
隨
伴
&
辟
題
1̂
あ
.つ

て

：
對

勤

的
^
會
^
翻
の
.脉
壞
に
お
を
必
然
的ft
問

題

で

あ

り

、

资

本

主

義

飢

»'
そ

の

も

の

に

對

し

て

は

消

逛
 

的

意

義

の

み

し

か

持

つ

て

ゐ

な

|

題

で

あ

る

。
；
し

か

|

明
_

籍

0

^

&

#

_

|

^

發
展
_
、
：，：資
本
：主
義
そ
れ
自
體
の
社

會

麗

^

す

象

議
P
た

？
：

祭

働

锴

間

題

が

；
こ

れ

で

あ

る

.
。

 

'
.
.
へ

• 

• 

- 

• 

. 

. 
• 

.

.

.

.

.

.

.

.

*

明
^

^

^
か
ら
..社
-#
^

義
.に
關
す̂
外
.
_
の'
:事
歡
が«6
細
»-
道

:^
れ
^

^
占
^

旣
に
記
し
た
が
、
そ
れ
は
.主
.と
'し
て
、
見
^
の
比 

歡
钜
義
が
間
題
と
な
つ
た
.
.写

は

な
v>
,

き
3

rc

嚣

一

含

笫

代

に

氣

て

，ぞ

見

善
^
i

_

l

ー
给
あ
も
ぅ
。
-
.紙
|

義
te

關
|

詻
述
_

が
明
治
I

I

五
：
エ

_

代
に
為
い
て
急
激
^
I

し
辦C

V

た
こ 

と
味
事
實
：答

る

が
ハ
萎

妓

連

の

社

堇
_

着

0
,
.で
乘
街
の_

:

聽

3

:泰

以 

し
か
し
、
.多 

働

！
？
^
^
:
は

V

最

る

能

逄

泠

；

：.念

，
等

時

間•
.勞

藥

能,

外

霜

雄
.̂
得〔

る
.の
#
:馨

.:°
' 

• 

、
：
. 

. 

_

:
、1
:..
'と
：
:
'

如

き

諸

麗

ゆ
y
明

治

尊

處

代

ぬ

炎.

s
：v

論
議
せ
ら
る
ゝ
に
至
つ
た
れ
は

、
一
に
ゎ
が
國
糜
業
の
進̂
發
達
の
結
果
で
あ

.る

择

づ

#

磁

會

政

艇

費

想

が

、
.
.：.
$
:
^
當

輟

人

籍

：替

慶

彖
_

.

少̂
I

な
い
で
：
.

&

ら
ぅ
o
'tf
之

.'
:
*
. A
§
w

蹑
诉
迆
衆
时3
場
#

^
英

舍

主
«'
:
係

久

蘭
"ー"
.に
ょ
0 -
%

取
»)
]
上
げ
ら
れ
、
51
:
漱

的

雜

_
'

「

風

民

之

友

し

に
 

揚
載
せ
.ら
る
ぢ
.に
至
嚏
た#

と
比
ノ.世
人
に
勞
働
問
題
ひ
重
.要
性
を
敎
ふ
る6
と
が
多
大
で
お
つ
た=0
佐
久
間
貞1
が
勞
働
間
龃
を
論 

*

る
ゅ
當
<>
;

て
-:
>
.先
タ
取
ゎ
上.げ
紅
陬
題
は̂
勞
働
者
細
織
か.吼
題(

即
ち
勞
働
組
合
靴
題
で
お
っ
た
o
.
,彼
.ば
：、
：
單
に
こ
の
問
題
を
論 

謙
す
を
の̂

贫
恕
ぐ
心
自
己
办
邮
刷
ぬ
墩
げ
說

^
;̂
、
。1
1ぎ
1

#
者
说
紕
織̂

着
宇
.し
だ
こ̂

は
、.
.
.
世
人
钇
驚
が
：せ
る
.に
充
分
の.も
0

於
-ぁ
ダ
た
タ
飯
ほ
锻

S
W

賃
解
ゃ
高
能
率(2
)
,問
羅
に
關
^
て
.

久1;
霖

良

_
主
義
的
社#:
_
«'
隊
#
と
じ
'て
'ゆ
％
ョ
フ，
^

■ 

' 
.
. 

. 

. 

. 

■ 

. 

' 

■ 

■

ど
陈
じ
'き
.認

識

に

办

つ

あ

こ

^

は
、
戴
時
の
實
装
家
と
1>
て
髙
邁
な
識
見*

い
は
.权
ば
.靶
&:
ぬ
3

,
 

. 

L 

- 

.

.

.

.

-

,
-
か
ぐ0
如
^

識
贫
を
備
間
に
流
布
で
を2:
:と
咬
與
つ
て.カ
の

：
ぁ

つ
.た

か
00
.
.ば
、
德

富

猪
-^
郞

の

圭

宰^

，「

國
民
忒
龙」

へi

M-
f

由
主
義
.の
：立
場
ぬ
板
づ
セ
、
#:
建
主
義
と
の
_

锻

を

囊

畋

遂

行
1>

社
#
陬
題
f

韻
動
ゆ
關
す
を
歌
事
匕
撕
軟
賞
る
ゼ
と
妒
め

-:
>
§:
ら
も
勞
働.
#购
舭
_

の鉻
戴
わヵ
說

ヤ

る

と

こ

'
を

烬
ぁ
つ
た
。f t

會
問
題
’*1
社
#,
運
動
奴
激_
に
.お
い
て
、
こ̂

|上
に
活
動3
馨

|
畋
ぐ
路
^
^
1
1
猶

兆

聆

の

！
：
：
下
€

*:
酒

弗

雄

三

へ

郞

の

如

き

が

.

.
 

.

.

. 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.
•
+
.
.
. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

ぁ
.つ
.た
が
、'
:酒
井

の

ョ

ー

ロ

：v

パ
に
お
け
る
社
會
運
動
に
關
す
る
通
信
の
如
ぎ
は
、
，

.世
間
：の.注
意
^
^

:
肋
會
運
動
*-
_

間
題
に
關
ヤ
.る
：詉
識
は
啟
ゼ0
妯
<:
:
高
蚤
つ
で
來
た
の
で
ぁ
る
が
>
資
本
虫
義
の
上
向
期
に
ぁ

に
お
.い
て
は
、‘
.己
の
問
題6

尚
.故
傲
實
.の
實
際
胤
題.と
：せ
ら
る\
こ
と
が
な
か
つ
たa
日
本
は
、
明
治
十
华
以
後
韓
國
に
お
.い
：て
、
淸

.

.

. 

;

.
'
.

.

- 

.
:
.
.
-
. 

. 

.

.

.
'
. 

. 

. 

•+ 
. 

- 

, 

.

.

.

.

.

.

.

.

國
占
そ
の'經
濟
的
*-
政
治
的
覇
權̂

&
.つ
、て
、|

负
で
>
:
:
酞
漱
を
だ
け
急
速
な
エ
業
の
進
步
が
要
求
せ
ら
れ
、

.か
く
し
て
、
韓
國
ぬ

#

 

け
る
澈
幽
ひ
勢
办
と.の
對
搲
の
雜
礎
を.
る
'こ
-と
|
奥
求
_

执
|

鄭̂

需

エ

氣

炎
:̂
輕
±
業
ば
か
>
る
目
的
の
た
め̂

-,
:明
撒
初
斯
秦M

一
 ■

i
—

 

'

■

: 

ノ 

.
V
.



明

治

初

期

社

會

經

濟

思

想

史

ヘ

^

序
論

 

：'
,
i
E
/\
>
.-
M
七
〇)

を
强
化
せ
ら
れ
て
行.き
、
.日
淸
戰
爭
に
お
い
て
、
•韓
國
に
お
け
る
政
治
的•經
濟
的
把
握
の
途
が
作
ら
れ
た
.の
で
あ
っ
て
、
こ
の0
.淸
.

.戰&
の
勝
利
以
後
に
お.い
て
、H

業
は
再
び
、飛
躍
的
發
展
を.な
し
、
そ
の
炎
に
お
い
て
社
會
問
題
は
、
本
格
的
に
論
議
せ
ら
る
い
に
茧 

つ
た
の
一
で■あ
る
。-

•;
.

.

ン

: 

:

へ
/:
:

:
.'
.
:*.

麵

.

.

.

,
>;
.

•
筆
者i

r
.

日
淸
戰
爭
以
前
ま
で.の
社
會
經
濟
思
想
を
概
觀
し
來
つ
た
於
、
そ
れ
は
、
、
當
時
の
事
情
へ
に
應
。

て
ぢ
日
私
化
ざ
^
た
ト
の 

.で
あ
故
0(

.

1
初
期
:(
0
'
')»
#
經
濟
齓
想
ゆ
膝
如
家
が
だ
：は
霄
^
家
^
:
:
'
ど
れ
_
が
0>
患
想
の
特
色
を
が
ウ
：で
、
' 西
歐
厫g

の
.直
•
入
抓 

，爾
譯
で
あ
る
.か
の
如
ぐ
批
評
於
る
の
が
常
で
が
る
が
、
こ
の
批
判
に
は
充
分
な
馨
賊
を
必
要
と
ず
る
。

«:
-
款

_
'
.
日

求

に

が

が

か

封

建
 

的
|9
:
僉
體
制
(0
:

_
が
直
接
的_

_
ど
^
て(
、
_

資
本
莽
§
1
襲
漱
&
»黔
_
说
$

の
'で
あ
'る
が•

そ
れ
に
.も
拘
ら
ず
、
こ
か
事
第̂
!單
な
る
直
譯
的
輸
入
と
解
す
る
^

_狀
_

な
：い0
'ぞ
の
_
办
ば
、
日
本
の
封
建 

时
社
會
勝
制
灼
柃#
い
，

，
ど

权

轍

：
人

：

戴

分

.に
§

以
#:
を
：̂

办
準
備
ぞ
梭 

'と
わ
^

^
仲
.が
«
岭
妒
の
と
ヤ
れ
钱
：
»
洋
来
_
,の
»
尤
移
_
ば
、
當
時
办
如
ぎ
形
賸
把
芝

0'
洋
資
本
^

_
co
:
來
矿
當
時
の
西
歐
及
び
ァ
メ

 

v
^
- 

 ̂

0 

^

1
C 

 ̂

^
れ
ぬ
對
ず
を
隸
歸
的
脱
賴
に 

入
っ
.て
*
民
地
ま
た
は#
植

戾

地

的

狀

態

に

赂

る

こ

拎

の

：
敦

和

っ

だ

办

，
は
、
：

.日
本
杷
赵
け
墓
史
翻
條
佩.
«.
:̂
.
に
_
幻
#;
怒
.

 ̂,

か
あ
り
、
こ
の.文
化
輸
人
移
植
の
後>
"
1ニ
十
餘
年
に
し̂.
不
平
等
條
約
を
改
盯
し
丈
平
等
條
約
を
締
結
し
得

'た
の
は
> 
か

、

る

文

化 

的
條
件
，が
、
日
本
に
具
備
し
て
ゐ
た

1
(0
.證
據

た

る

べ

き

も

の

：
で

あ

る

？

,

明
治
初
期
のf

狀
態
は
、
外
國
思
想
の
抱
濫
で
あ
る
と
さ
へ
、
見
る

t
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅo

わ

れ

わ

れ

は

無

數

の

飜

_

書

を

.

.

.
 

.

. 

• 

- 

• 

' 

. 

.

.

.

.

見
る
こ
と
が
出
來
る
。
へ
し
か
し
、
：と

の

羅

書

は

、
そ
の
ま

V
日
本
人
の
頭
腦
に
納.つ
た
も
0
で
は
な
い
？
輕
薄
淺
識
の
才
子
の
中
に

.

.

. 

.
、

'. 

.

.

.

.

.

.

. 

一
 

.

.

.

.

. 

.

■

.一.
’
.
. 

.

.

. 

：

.
：

'
. 

■ 

...::..

は
、
西
洋
崇
拜•故

條

.#
歐
化
を
由
張
し
た
も0'
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、
多
く
：の
有
識
衮
は
、
西
洋
學
術
思
想
に
對
す
る
日
本
の
社
會

* 

政
治
“
經
濟
に
適
應
し
た
批
判
を
忘
れ
て
は
ゐ
な
い
。
：
彼
等
は
日
本
の
歷
史
的
發
展
と
國
際
的
地
位
：と
を
自
覺
し
て
、
世
振
文
明
國
の 

水
準
に
ま^
日

本

ヒ

引

ぎ

上
_げ

る
2:
'
左

塞

心1>
?
;，

そ
(6
自

的

に

：
向

っ

ゼ

，

 

、
決
し
て
そ
れ
を 

鵜
#
み
に
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
\:
:
'
:に
咏
治
風
鄉
の.特
色
が
あ
る
と'同
時
に
、
現
今
明
治
文
化0稱
せ
ら
.る

の

：
特

殊

的

文

化

を

形 

成
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

.
か

ぐ

：
の

如

：
ぐ

、

_

■#
の
發
股
.の
段
階
に■關
す
る
認
識
を
も
つ

V
、
：

明
治
初
期
の

I

思

想

を

見

る

ど

ぎ

:'
わ 

れ

办

れ

は\
#
.匕

美
^
が

國

民0-
'
:文

化
0:
澌

化

ガ

本

：
：包

樊

を

敢

る

'と
^
^

明
治
思
翁
は
軍
な
：る
翻
譯
思
敵
と
解

^

0る
ぞ
べ
き
で
は
な
く
、

1
©

獨
立
し
た
特
殊f

:
に
お
げ
る
思
想
で
知
るi
v>
ふ
の
が
、

.
*- 

. 

V 

 ̂

■ 

• 

、
 

：
- :
'
-
'
■ 

' 
■ 

■ .
 

.
: 

.

筆
考
の
明
治
初
期
觔
會
經
濟
思
想
に
對
ず
冬
數
银

§

る
硏
究
.の
成
果
で
あ
り
、こ
の
認
識
は
實
證
的
圮
諸
種
0
資
料
に
ょ0
て
筆
者

.
: 

- 

,
.
•
- 

■ 

• 

. 

. 

•
.
.

ニ
-
.

が
兌
證
し
得
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

- 

、

.

1九
三
六
*
〒
ニ
三
稿
了.

.

'
'
:」

>
--
'

'
v

」

，：
：

.v

.
寒

':
;-.
:)

：
.

.
て

:.
:
'
.
:''
.:
:;

V

 

:

,
',■
■
パ-
'-.
■
.-
■..■
■.
.
.
v'
v
.:.
一' 一
:'
:
,
へ

.

'
,:
.
;■'
.
.
.
. 

.. 

'
.
.
.
:
:

v-
;;:
:--
.
.
.
.
.

へ

，
‘ 

. 

V

. 

... 

.

.

::
■■■
:
':■
'■:
. 

. 

,
:

■■
.
.::
*
へ,*
;
:.
-
.

:.
• 

:
.
.
.
. 

, 

... 

.

.■'
'

明
治
初
期
社
脅
經
濟
思
想
與
為

 

' 
四

九

(

四
七1>


